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柳田 和久（やなぎだ　かずひさ）

郡山市文化財保護審議会
委員

第31回　近代　近世の用水と安積疏水⑴

安積郡に水がない ?
　安積郡は、安積疏水が開通するまで水がなく荒
地であった。郡山が発展したのは安積疏水ができ、
猪苗代湖から水を引くようになってからであると
言われている。
　これを始めに言ったのは中条政恒であろう。政
恒は、『安積事業誌』に、「安積郡は元来、水利に
乏しく旱損の多い所であったが、今は１反歩に１
石の収穫ができるようになった。古代より獣の鳴
き声や、鳥の足跡が無数にある荒地を良田とし
た」と記載している⑴。
　『安積疏水百年史』には、「100年前の安積地方
は茫

ぼうよう

洋たる原野が横たわっていた。太古以来この
かた耕されることなく、狐狸の棲む荒野のままに
放置されていた。水の便が乏しく放置するよりす
べがなかったのである」と記載している。その後、
多くの人が「水がないから開拓できなかった」と
書いている⑵。しかし、安積疏水が造られる以前
から、堰を設け、池を築き、水を引いていたので
ある。
　堰とは、川の水を分水するための建造物で、水
路を含めて堰・堰堀・堀・用水等と呼んでいる。

江戸時代（近世）の堰は丸太を横に並べたものや、
麁
そ だ

朶を重ねた簡単なもので、洪水の度に流され、
年に１度か２度は造り替えていた。

安積郡の堰
  福島県歴史資料館に、明治20年「阿武隈川流域
河川調」と題された資料が保管されている⑶。こ
の資料に、阿武隈川と阿武隈川に合流する32河川
の堰と潅漑面積等が記載されている。阿武隈川を
含め33の河川に443の堰を設け、17,977町歩を潅
漑している。そのうち、安積郡を流れる五百川・
藤田川・逢瀬川・笹原川に設置されている堰は第
１表のようである⑶。
　五百川には、安子島に上堰・下堰、堀ノ内に白
岩堰・原下堰・権右衛門堰、高倉に堰堀、岩根に
岩色用水、中山に安積疏水、安達郡荒井に諸子沢
用水等９の堰があり657町歩を潤している。
　藤田川には、河内に弧壇堰、夏出に高堰を始め、
長橋・上伊豆島・下伊豆島・堀ノ内・日和田・八
丁目に24の堰があり311町歩を潤している。

逢瀬川には、河内に一ノ堰・猫神堰を始め、多
田野・河内・片平・富田・久保田に９の堰があり
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456町歩を潤している。
　笹原川には、成田に堰堀（成田堰・島川原堰）
を始め、川田・駒屋・富岡・下守屋・富岡に22の
堰があり196町歩を潅漑している⑶。
　これらの堰は、安積疏水を除き、江戸時代から
築かれていた堰である。

対面原を流れる安子島堰堀
　安子島堰は第１表に記載はないが、『安積疏水
志』の口絵である「安積疏水前原野図」に描かれ
ている。第１図の「安積疏水前原野図」は安積開
拓以前の状況を描いたもので、元士族等が入殖し
た原野（秣

まぐさば

場）や、河川・用水路・道路等が記載
されている。なお、水路を鮮明にするため、筆者
が道路を消し修正したものである。
　五百川と藤田川の間が対面原で、安子島・前田
沢・堀之内・下伊豆島・高倉・日和田・早稲原７
カ村の入会秣場である。第１図に、対面原の南側
を流れる安子島堰堀が描かれている。安子島堰は
五百川を分水するため、安子島村字荻

おぎ

袋
ぶくろ

に設けら
れた堰で荻袋堰とも称している。二本松藩士で
あった山岡権

ご ん え も ん

右衛門が明暦２年（1656）に築いた
堰である⑷。
　山岡権右衛門は、「二本松水道を考し名誉の人」
と記載されており⑸、二本松藩領内の水道や用水
の築造に携わった人である。
　安子島堰堀は、対面原の南側を流れ、安子島・
上伊豆島・下伊豆島・堀ノ内・前田沢・早稲原・
日和田・高倉・梅沢の９カ村を潅漑している用水
である⑹。用水は高倉・梅沢に通水しているので、
日和田で高倉と梅沢に流れる分水路を描くべきと
ころが省略されている。

広谷原を流れる下伊豆島堰堀
　広谷原は、藤田川と逢瀬川の間に広がり、片
平・下伊豆島・堀之内・早稲原・日和田・富田・
八山田・久保田の８カ村の入会秣場である。
　第１表に記載はないが、第１図に藤田川を分水
した下伊豆島堰堀が描かれている。堰は藤田川を

第１表　各河川の堰と潅漑反別
川 名 堰　名 堰の設置箇所 灌漑反別

　町歩

五百川

上堰堀 丸守村大字安子ケ島 147下堰堀
白岩堰

喜久田村大字堀ノ内 60原下堰
権右衛門堰
堰堀 山野井村大字高倉 60
岩色用水 岩根村大字岩根 298
安積疏水 高川村大字中山 67
諸子沢用水 荒井村大字荒井 25

合　　計 657

藤田川

菰壇堰 河内村大字河内 17高堰 河内村大字夏出
後庵堰堀 丸守村大字長橋 38長泥堰堀
中島堰堀 丸守村大字上伊豆島 53塚田堰堀
上川原堰堀 丸守村大字下伊豆島 20諏訪川原堰堀
北堰

喜久田村大字堀ノ内 116

南堰
殿田堰
川原堰
堂田堰
安藤堰
小川堰
上堰

山野井村大字日和田 22中堰
下堰
堰堀

山野井大字八丁目 45
門前堀
宮田堀
塚田堀
飯久木堀
横岸羽黒

合　　計 311

逢瀬川

一ノ堰
河内村大字河内

58
猫神堰 20
藤内打堰 15
堰堀 多田野村大字多田野 191
上堰 河内村大字河内 13
下堰 河内村大字片平 45
中村堰 14
大堰堀 富田村大字富岡 52
堰 富久山村大字久保田 48

合　　計 456

笹原川

堰堀 豊田村大字成田 39
同 豊田村大字川田 15
同 豊田村大字上成田 21
上ノ堰 穂積村大字駒屋 3下ノ堰
向堰 三和村大字富岡 15
山田ケ入堰

三和村大字下守屋 83

一ノ堰
柳内堰
思川堰
光角寺堰
寺堰
与粗内堰
町屋堰
和久堰 三和村大字下守屋 3
和尚壇堰 三和村大字下守屋 3
水口堰

三和村大字富岡 14
下釜堰
首尾内堰
吉室内堰
台田堰
下ノ川原堰

合　　計 196
合　　　　　　　計 1,620
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多田野川・南川・壇経川（大槻川）
　第１表には、多田野川（休石川）や南川・壇経
川（大槻川）に設置された堰については記載され
ていないが、実際には多くの堰が設けられている。
　多田野川には岩色堰をはじめ鬼株堰、膳部堰・
温泉堰・中堰・篠堰・高玉堰等がある⑻。
　南川は、多田野川（休石川）を分水した川で、
分水している堰は多田野村の岩色堰である。岩色

分水するため、上伊豆島村字鹿島に設けられたた
め鹿島堰とも称している。
　水路は広谷原のほぼ中央を流れながら富田と八
山田に分かれ、一方は瓜坪池に注ぎながら富田村
を潤し、一方は広谷池に注ぎながら八山田村を潅
漑している。下伊豆島堰は、万治３年（1660）に
山岡権右衛門が築いた堰である⑺。
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堰の設置は、寛永８年（1631）から同20年の間に、
水量を多田野村４分、大槻村６分と定めた⑼とある
ので、その時か、それ以前に築かれたとみられる。
　南川は、多田野村や大槻・小原田・日出山村を
潅漑している川で、五百渕に水を入れながら、大
蔵坦原の北側を流れ、名倉堰で２線に分れ、一方
は作内川（現 南川）として阿武隈川に合流し、
一方は小原田を潤している⑽。
　壇経川（大槻川）は、多田野村字大堺で南川を
分水した川で、大槻村を流れ、堤・島を経て大槻
原に流れている。その間に滑河内堰、川堰、樋堰、
鎌倉堰、町堰、谷地堰、堤堰、島用水堰、小堰等
が設けられ⑾ 大槻村を潤し、上ノ池・荒池等に注
ぎ郡山町を潅漑している。

安積郡の池
　江戸時代には、安積郡に366、西安達郡に227、
東安達郡に312の池が築造されていた⑿。安積郡
は37カ村であるので、平均すると１カ村に約10の
池があったことになる。
　そのうち、元士族等が入殖した対面原・広谷
原・大槻原・牛庭原等に築かれていた池は、第２
表のとおりである⒀。
　対面原に築造されている池は、安子島村の池が
２、前田沢村の西原池等５、堀ノ内村の新池等７、
下伊豆島村１、髙倉村10、日和田村の菖蒲池等４、
早稲原村の町頭新池等３で、大小合わせて32の池
があり、面積にして27町余である。
　広谷原には､ 堀ノ内村の池が３、日和田村４、
富田村の瓜坪池等11、片平村の柳作池、八山田村
の広谷池等16、久保田村１、早稲原村の笹台池で、
大小合わせて37の池があり、面積にして33町余で
ある。
　向原には、八山田の牛ケ池や日和田の六反目池
等が３、福原村の左内池等３、大小合わせて10の
池があり、面積にして１町余である。
　大槻原（青谷地原）には、上ノ池（現 五十鈴 
湖）・下ノ池（元 豊田浄水場）・葉ノ木沢池・酒蓋 
池・荒池があり、壇経川から水が入っている。こ

れらの池は、郡山町と小原田村を潅漑している⒁。
　庚坦原には、大槻の葉山池・新池・土瓜池や、
片平の大谷地池・介之条池等、大小合わせて14の
池があり、面積にして18町余である。
　大蔵坦原には、荒井村の大久保池、小原田村の
五百渕（名倉池）があり、面積にして７町１反余
である。
　四十坦原には、駒屋村の南原池・岡内池等が５
あり、面積にして２町余である。
　牛庭原には、笹川村の荒池・新池と、成田村の

第２表　池数と面積

原　名 村　名 池数 面　　積

対 面 原

安子島村 ２ ７畝17歩
前田沢村 ５ ４町９反７畝16歩
堀ノ内村 ７ ６町８反９畝17歩
下伊豆島村 １ ２町１反９歩
高倉村 10 １町３反８畝１歩
日和田村 ４ ４町８反１畝５歩
早稲原村 ３ ７町４反５歩
　合　計　 32 27町６反４畝13歩

広 谷 原

堀ノ内村 ３ １町７反３歩
日和田村 ４ １町２反１畝16歩
富田村 11 16町５反２畝10歩
片平村 １ ２反４畝21歩
八山田村 16 10町６反７畝14歩
久保田村 １ ２反２畝９歩
早稲原村 １ ３町２反４畝歩
　合　計　 37 33町８反２畝13歩

庚 坦 原
大槻村 ３ 12町８反10歩
片平村 11 ５町４反７畝７歩
　合　計　 14 18町２反７畝17歩

大蔵坦原
荒井村 １ ２町４反３畝歩
小原田村 １ ４町６反９畝９歩
　合　計　 ２ ７町１反２畝９歩

四十坦原 駒屋村 ５ ２町３反７畝14歩

牛 庭 原
笹川村 ２ 13町２反１畝19歩
成田村 １ １反５畝24歩
　合　計　 ８ 13町３反７畝13歩

大谷地原 笹川村 １ ３町２反３畝13歩
三本木原 鍋山村 ２ ９町６反７畝29歩

青 田 原
荒井村 ３ ３町１反歩
青田原 ５ ４反７畝24歩
　合　計　 ８ ３町５反７畝24歩
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池があり、面積にして13町余である。
　大谷地原には笹川村の荒池があり、面積にして
３町余、三本木原には鍋山村の新池・皿池があり、
面積にして９町余である。
　青田原には、安達郡の荒井村の池が３、青田村
の池が５あり、面積にして３町余である。

深田池
　村々では、ぞれぞれの耕地に水を引く堰・川・
池を決め、堰等から引く水量を定めている。耕地
とは幾つかの字を合わせたもので、田畑として使
用している区域のことである。
　山口村には、第３表のように前田耕地・広町耕
地等８耕地があり、各耕地ごとに使用する堰・
池・川を定めている⒂。前田耕地は鬼株堰・深田
池（現　深田調整池）・大久保池、広町耕地は鬼株
堰・山王堰・大久保池・深田池から水を引いてい
る。８耕地のうち、前田・広町・栗内・深田・塩
原の５耕地が深田池の水を使用している⒂。
　深田池を利用しているのは山口村だけでなく、
大谷村・駒屋村も使用している。大谷村は７つの
耕地があるが、前田・樋下・三斗・原田・悪戸・

蟹沢の６耕地が深田池の水を使用している。
　駒屋村は谷地耕地等の６耕地があり、そのうち
谷地耕地は８割が深田池、２割は木葉山池の水を
使用している⒃。第１図には深田池は記載されて
いないが、すでに明和７年には築かれており、深
田池から山口・大谷・駒屋村までの水路が造られ
３カ村を潤している。
　このように、五百川・藤田川・逢瀬川・多田野
川・笹原川・南川・壇経川に堰を築き、池を造り、
水を引いているのである。また、対面原には安子
島堰からの用水が流れ、大小合わせて32の池があ
り、広谷原には下伊豆島堰の用水が流れ、37の池
が造られている。大槻原には壇経川が流れ、上ノ
池・下ノ池・酒蓋池・荒池に水を注いでいる。
　安積郡は水がないから開拓できなかったのでは
なく、諸原野は田畑の肥料・牛馬の飼料である草、
燃料とする薪を刈る場所で、村人の生活に欠かせ
ない場所であったため開発しなかったのである。
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第３表　山口村の耕地と用水

耕 地 名 本田
新田 石　　高 用　　水

前 田 耕 地
本田 119石９斗余 鬼株堰・深田池
新田 29石３斗余 大久保池

広 町 耕 地
本田 64石７斗余 鬼株堰・山王堰
新田 ８升３合余 大久保池・深田池

栗 内 耕 地
本田 41石１斗６升余 鬼株堰・深田池
新田 ７石７斗９升余 大久保池

膳 部 耕 地
本田 68石８升余 芦ノ口耕地の落水
新田 18石６斗９升余 膳部堰

安部田耕地
本田 52石３斗８升余 芦ノ口耕地落水
新田 20石６斗６升余 山王堰・山田池

芦ノ口耕地
本田 112石２斗９升余

湯泉堰・垣ノ入池
新田 30石４斗３升余

深 田 耕 地
本田 75石２斗余 深田池・鬼株堰
新田 45石６升余 神明ケ入池

塩 原 耕 地
本田 43石２斗２升余 正法寺池・深田池
新田 82石３斗８升余 荒池・小池・山水
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